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■お使いいただけない設置場所や使用方法
● 他の熱源から直接ふく射熱を受ける場所
● 障害物などでユニット周囲の風通しが損なわれている場所
● ユニットの質量に充分に耐えられない強度の場所
● サービススペースが確保できない場所
● 水捌けの悪い場所
● 降雪地域で防雪対策が施せない場所
● 車両や船舶など、振動や移動が伴う場所
● ユニット吹出し側に向かって強風が吹きつけない場所
● 電圧変化の激しい場所
● サーバールームなど、年間を通して高負荷条件となる場所
● 多量のほこりや粉塵が舞い上がるような場所
● 殺菌用薬品を使用する場所
● 温泉や硫化ガスが発生する場所
● 厨房など、油の飛沫が多い場所
● 可燃ガスや引火物のある場所
● 強酸性や強アルカリ性の強い雰囲気の場所
● 爆発する可能性のある場所

● その他、特殊なガスが発生する場所＊
● 切削油や鉱物油などが立ち込める場所＊
● 離型剤やペネローフなどが浮遊する場所＊
● 厨房など、油の飛沫が多い場所＊
● 蒸気や水噴射などが特に多い場所＊
● ユニット吹出し側に向かって強風が吹きつける場所
● ユニットから発生する騒音が近隣周辺に迷惑になる場所
● 海浜地域など空気中に多くの塩分が含まれる多い場所
● 電磁波を発生する機械などの近傍
● ホットガス霜取運転はできません
● 合算で法定冷凍トン20トン以上になる冷凍装置や付属冷凍としての使用はで
きません

● 液・吸入配管を1系統にして複数台のユニットを並列接続することはできません
● この製品は国内用です、日本国外では使用できません
  アフターサービスもできません
● This appliance is designed for use in Japan only and cannot be used 
in any other country. No servicing is available outside of Japan.

■無償保証期間および範囲
据付けた当日を含め1年間が無償保証期間です。
対象は、弊社で製造したコンデンシングユニットの故障した当該部品、または弊社が交換を認めた部品または圧縮機の交換をいたします。ただし、
下記使用法による故障については保証期間中であっても有償となります。

③弊社の製品仕様を据付けに当たって改造した場合、ま
たは弊社製品付属の保護機器を使用せずに事故となっ
た場合。

④本書に指定した蒸発温度、凝縮温度、使用外気温度の
範囲を守らなかったことによる事故の場合、規定の電圧
以外の条件による事故の場合。

製品本体の冷媒追加充てん銘板に記入もれがある場合。また、取
扱説明書・据付説明書・技術ガイドの記載事項・注意事項を遵守せ
ず故障したと弊社が判断した場合。

①据付説明書に記載されている「据付け、試運転のチェック
シート」のご提示がない場合

・冷媒過充てん、冷媒不足に起因する事故
 （始動不良、電動機冷却不良）。
ここで言う過充てんは現地追加冷媒充てん量の＋10%以上、
冷媒不足は現地追加冷媒充てん量の－10%以下の場合を示し
ます。

・アイススタックによる事故。

・冷媒配管系統内に空気、水分、不凝縮ガスが混入したと判断され
る場合。

・据付工事中取扱不良のため損傷、破損した場合。

・弊社関係者が工事上の不備を指摘したにもかかわらず改善され
なかった場合。

・振動が大きく、もしくは運転音が大きいのを承知で運転した場合。

・軟弱な基礎、軟弱な台枠が原因で起こした事故の場合。

本書に記載事項および注意事項を遵守せずに工事を行ったり、冷
却負荷に対して明らかに過大または過少の能力を持つユニットを選
定し、故障に至ったと弊社が判断する場合。

②機種選定、冷凍装置設計に不具合がある場合

⑦天災、火災による事故

⑥ユニットクーラーに起因する不具合

・メンテナンス不備。
 （例:ガス漏れを気づかなかった場合など）

・修理作業ミス。
 （部品違い、欠品、技術不良、製品仕様と著しく相違する場合）

・塩害による事故。

・据付場所による事故。
  （風量不足、腐食性雰囲気、化学薬品等の特殊環境条件。）

・調整ミスによる事故。
  （例：膨張弁のスーパーヒート、冷却器の霜取りなど。）

・ショートサイクル運転による事故。
  （運転－停止おのおの5分以下をショートサイクルとみなします。）

⑤運転、調整、保守が不備なことによる事故

⑧据付工事に不具合がある場合

⑩その他

⑨自動車、鉄道、車両、船舶等に搭載した場合

⑪この製品は国内用です、日本国外では使用できません。
　アフターサービスもできません。

ユニット据付け、運転、調整、保安上常識になっている内容を逸脱
した工事および使用方法での事故は一切保証できません。また、
ユニット事故に起因した冷却物、営業補償等の2次補償はいたしま
せんので損害保険に加入されることをお勧めします

・膨張弁の選定ミス（過熱度設定の不適正等）の場合

・取付ミス（異物の混入による詰まり等）の場合

・電磁弁がなき場合、電磁弁の上流にフィルターがない場合

・ユニットに指定外の冷媒を封入した場合

・充填冷媒の種類の表示なき場合

設置場所・使用方法・保証・警報システムについて JRA耐塩害仕様

保証できない範囲

■警報システムの設置について
冷凍設備には電気部品ならびに配線、工事用配線と多くのトラブルの要素を含んでいます。万一、漏電ブレーカーや保護回路が作動した場合に
警報システムや温度管理システムが十分でないと、長時間にわたり冷凍機の運転が停止したままになり、実損の拡大につながります。
適切な処置がすぐできるように、警報装置の設置や温度管理システムの方法を計画時点でご配慮くださるようお願いします。

＊のような場所への設置については、別途ご相談ください。
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●当該仕様は受注生産品ですので、都度お問い合せください。

■据付上の注意（維持管理について）

JRA耐塩害仕様（Ｅ仕様）・耐重塩害仕様（Ｈ仕様）の塗装色はアイボリー（標準機）からライトキャメル（2.5Y6.5/1.5）に変わります。

JRA 耐塩害仕様機・耐重塩害仕様機は前述のように素材や塗装内容を強化していますが、腐食に対して万全ではありません。このため

次のような据付計画と保守を行うことにより防食効果を高めて行く必要があります。

（１）海水飛沫および潮風に直接さらされることを極力回避するような場所へ設置してください。

　　 ・機械の設置は建物の風下にしてください

　　 ・やむを得ず海岸面に機械を設置する場合でも防風板を設けて直接潮風が当たることを避けてください。	

　　 ・据付方向に注意してください。（海岸線に平行と直角では腐食度合いが異なります）

（２）外装パネルに付着した海塩粒子が雨水によって十分洗浄されるように配慮してください。

（３）室外機底板内への水の滞留は、著しく腐食作用を促進させるため、底板内の水抜け性を損なわないよう傾き等に注意してください。

（４）海岸地域への据付品については、付着した塩分等を除去するために定期的に水洗いを行ってください。	

（５）水はけの良い場所に設置してください。特に基礎部分の排水性を確保してください。

（６）据付け、メンテナンス等にて付いた傷は、必ず補修してください。

（７）機器の状態を定期的に点検してください。（必要に応じて再防錆処置や部品交換等を実施してください。）

■据付場所
･ 耐塩害仕様機は、室外設置機を塩害および、大気汚染の影響を受ける場所に設置可能な仕様になっています。
･「耐塩害仕様」「耐重塩害仕様」は、日本冷凍空調工業会標準規格 JRA9002 に基づいています。

記 号

E
J R A
耐 塩 害
仕様

種 類 据 付 場 所
● 潮風にはかからないがその雰囲気にあるような場所

機種選定の目安　※1、※2

1.室外機の設置場所から海までの距離が約300ｍを超え1ｋｍ以内の場所

2.室外機が建物の影になる場所

3.室外機が雨で洗われる場所

H
J R A
耐重塩害
仕様

● 潮風の影響を受ける場所。但し、塩分を含んだ水が
　直接機器にはかからない場所。 1.室外機の設置場所から海までの距離が約300ｍ以内の場所

2.室外機が建物の表（海岸面）になる場所

3.室外機設置場所のトタン屋根、ベランダの鉄製部の塗り替えが多い場所

4.室外機に雨があまりかからない場所

潮風

潮風

※1：耐塩害仕様、耐重塩害仕様の選択は、設置環境により条件が変わる場合（例えば季節風、台風の影響の強い地域）を除いたときの目安です。 
※2：沖縄や離島地域に設置される場合は、ＪＲＡ耐重塩害仕様（Ｈ）を使用してください。 

海

海

■コンデンシングユニット
箇　所 標準仕様 耐塩害仕様（E） 耐重塩害仕様（H）

腐
食
雰
囲
気
に
直
接
触
れ
る
箇
所

天板
溶融亜鉛メッキ鋼板＋
粉体ポリエステル樹脂内外面
32 μ以上

溶融亜鉛メッキ鋼板＋
防食用粉体ポリエステル樹脂
内外面 64 μ以上

溶融亜鉛メッキ鋼板＋
粉体ポリエステル樹脂＋
フッ素樹脂内外面 48 μ以上

側板
前板
支柱

溶融亜鉛メッキ鋼板＋
粉体ポリエステル樹脂内外面
32 μ以上

溶融亜鉛メッキ鋼板＋
防食用粉体ポリエステル樹脂
内外面 64 μ以上

溶融亜鉛メッキ鋼板＋
粉体ポリエステル樹脂＋
フッ素樹脂内外面 48 μ以上

底フレーム
溶融亜鉛メッキ鋼板＋
粉体ポリエステル樹脂内外面
32 μ以上

溶融亜鉛メッキ鋼板＋防食用粉体ポ
リエステル樹脂内外面 64 μ以上

溶融亜鉛メッキ鋼板＋
粉体ポリエステル樹脂＋
フッ素樹脂内外面 48 μ以上

クロスフィン保護網 樹脂コーティング 樹脂コーティング（紫外線吸収剤入り）

ファン
保護網 樹脂コーティング 樹脂コーティング（紫外線吸収剤入り）

圧力容器 熱間圧延鋼板＋常乾塗装（2 回
塗り）

熱間圧延鋼板＋常乾塗装（2 回
塗り）＋防錆剤塗布

熱間圧延鋼板＋厚膜エポキシ
樹脂内外面 120 μ以上

腐
食
空
気
が
通
過
す
る
箇
所

熱交換器 銅管−アルミフィン 銅管−アルミフィン（特殊アクリル樹脂コート）

ファン アクリロニトリル・スチレン樹脂（ガラス繊維入り）

ファン
電動機 電動機メーカー標準

フレーム
電装品箱 溶融亜鉛メッキ鋼板 溶融亜鉛メッキ鋼板＋防食用粉体

ポリエステル樹脂内外面 64 μ以上
溶融亜鉛メッキ鋼板＋厚膜エポキシ
樹脂内外面 120 μ以上

そ
の
他

小ネジ
ボルト類

鋼＋亜鉛ニッケル合金メッキ＋
特殊被膜処理

ＳＵＳ 410 ＋亜鉛ニッケル合金メッキ＋特殊被膜処理＋
防錆剤塗布
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CCUコントローラー標準仕様

機能	

電気特性

タイプ 高温用 中温用、低温用
機種名 BRH10C1 BRL10C1 BRL10C2

制 御

庫内
温度

設定範囲（0.5℃単位） +5～+20℃ 冷蔵設定：−5～+20℃（工場出荷時）
冷凍設定：−35～−5℃

ディファレンシャル ○（0.5K単位）
周期デフロスト設定 ○[1時間単位]
時刻デフロスト設定 ○[1日最大12回（10分単位）]
手動デフロスト ○（手元リモコン操作）
水切り停止 ○[0～30分（1分単位）]
冷却ファン遅延 ○[0～10分（1分単位）]
異常入力時緊急停止 ○
目標蒸発温度自動設定 ○（工場出荷時：ON）

省 エ ネ・
追 加 機 能

スケジュール運転 ○[1日最大5回（1分単位）]
周期除霜補正 × ○（工場出荷時：OFF）
除霜方式切替設定 × ○（工場出荷時：12℃設定）
庫内ファン　サーモ連動 ○（工場出荷時：OFF）
蒸発温度フィードバック制御 ○（工場出荷時：OFF)

表 示

運転 ○（リモコン運転／停止ボタン上のLED点灯）
除霜 ○（リモコン画面に除霜中表示）
異常・警報 ○（リモコン画面に異常コード表示）
庫内温度 ○（リモコン画面に表示）

運転データ ○
（リモコン画面にユニットクーラー・コンデンシングユニットの運転データ表示）

異 常 警 報

非常警報温度 ○［工場出荷時：50℃（50～85℃）］
高温異常警報 ○［確定時間：30～120分（10分単位）］
低温異常警報 ○
サーミスタ異常 ○
外部異常 ○

接 点 出 力

高温異常・低温異常出力

出力内容を任意で選択
（接点：2か所）

非常警報・高温異常・低温異常出力
警報出力・注意報出力
警報出力
除霜出力
圧縮機運転出力
非常警報出力
庫内ファン運転出力

接 点 入 力
外部サーモ入力 ○
外部除霜入力 ○
外部異常入力 ○

複 数 台
制 御

同室
サーモ制御 親機サーミスタによる一括制御／コントローラー毎の個別制御
一括除霜制御 ○
交互除霜制御 ○（2グループ）

複数室個別制御 ○（最大：8室）
除霜方式 オフサイクル ヒータ

注）	 同じシステム構成内で、異なる設定温度範囲のコントローラーは接続できません。
	 接続するコントローラーは全て同じ設定温度範囲の機種を接続してください。

注）	 ユニットクーラーの電気特性はユニットクーラーメーカーの技術資料を参照してください。

機 外 配 線

最小電線太さ（mm2）（こう長（m）） 2mm2（89m）
漏電しゃ断器使用の場合

（地絡・過負荷・短絡保護兼用） 15A,　30mA,　0.1sec以内

配線用しゃ断器使用の場合 15A
接地線（銅） 8mm2

基準電流 2.9A

CCUコントローラー
コンデンシングユニットは単独でも使用できますが、CCUコントローラーと接続することで、利便性がアップし、物件対応力を大幅に向上させることができ
ます。様々なメーカーの多彩なユニットクーラーと接続でき、コンデンシングユニットを含めた、低温設備の管理・コントロールが簡単に行えます。（詳しい
特長はP.5をご覧ください。）
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CCUコントローラー標準仕様

主仕様

選定表

部屋数 1室 2～8室

構
成
機
器

コンデンシングユニット 1 1 1 2～8 1

ユニットクーラー 1 2 3 コントローラー1台あたり3台まで

CCU
コントローラー

汎用コントローラー 1 1 1 2～8 2～8

リモコン 1 1 1 1 2～8

システム構成図

コントローラー型式 霜取方式

BRH10C1 オフサイクル ○ ○ ○ ○ ○

BRL10C1 ヒータ ○ ― ― ○ ○

BRL10C2 ヒータ ― ○ ○ ○ ○

注）　同じシステム構成内で、異なる設定温度範囲のコントローラーは接続できません。
	 接続するコントローラーは全て同じ設定温度範囲の機種を接続してください。

タイプ 高温用 中温用、低温用
機種名 BRH10C1 BRL10C1 BRL10C2

電源 単相200V　50Hz/60Hz
接続室外機　※１ LREP4～20C（R）※4
周囲温度範囲 －5℃～＋35℃　（RH80%以下 屋内設置・結露・凍結なきこと）

使用庫内温度範囲 ＋5℃～＋20℃
0.5K単位

 （通常）－5℃～＋20℃　0.5K単位
（冷凍設定）－35℃～－5℃　0.5K単位

庫内ユニット接続台数 3台 1台 3台
グループ制御時の汎用コントローラ接続台数 8台
温度制御器 電子式
霜取方式 オフサイクル ヒータデフロスト、オフサイクル

霜取用タイマ
周期 0～24時間（1時間単位、積算運転時間）
時刻 1日最大12回

電熱器用接触器
個数 0 1 2
接点最大電流 ― 57A 42A+57A

送風機用接触器
個数 1
接点最大電流 20A

汎用コントローラ1台あたりの
庫内ユニット接続馬力　※2 最大30HP

付属品 タイラップ、据付説明書、取扱説明書、吸込空気サーミスタ（5m）、サーミスタ固定具、取付ネジ、
樹脂クランプ

外形寸法
高さ 360mm
幅 620mm
奥行き 140mm

質量 9.0㎏ 9.5㎏ 10.0㎏
リモコン（必須別売品）　※３ BRC13E1

１．ダイキン製コンデンシングユニットのみCCUコントローラに接続可能です。
２．合計30HPの庫内ユニットまで対応可能です。
３．リモコンはコントローラーに付属しておりません。
4．30HP（LREP15CR×2台）や40HP（LREP20CR×2台）と接続する場合は親機と接続してください。

コンンデンシングユニット
最大８台まで

複数室個別制御
最大８室まで

コントローラー

リモコン リモコン

コントローラー

リモコン

コントローラー

リモコン

コントローラー

リモコン

コントローラー
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CCUコントローラー外形図 CCUコントローラー電気関連

リモコン　BRC13E1

CCU コントローラー　BRH10C1, BRL10C1, BRL10C2

35
50

50538
255

592
4-M5

3

36

2

取付穴位置

1

14
0

36
0

95

14

5

35

95

620

4

28
5

15

記事

サーミスタ（吸込温度）

名 称
1 φ25

M8（ボックス内）
4

φ25
（φ25）
（φ25）

電源配線接続口（強電）

アース端子

3 連絡配線接続口（弱電）
連絡配線接続口（強電）

番号

2

5

538

95

1

50

3
95

35

4
15

3535

2

50

35
255

14
0

35

11

35

31

95

1

50

2

105

14
0

50
255

35

4

35

538

95

35

15

※　リモコンはコントローラーに付属しておりません。

＜BRH10C1＞

＜BRL10C1＞

＜BRL10C2＞
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CCUコントローラー外形図 CCUコントローラー電気関連

■ BRH10C1

＜機外配線接続例＞
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＜電気配線図＞

注記）　コンデンシングユニットの機外配線要領は、P.25〜30を参照してください。
	 ユニットクーラーの機外配線要領はユニットクーラーメーカーの技術資料を参照してください。
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CCUコントローラー電気関連

■ BRL10C1

＜機外配線接続例＞
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＜電気配線図＞

注記）　コンデンシングユニットの機外配線要領は、P.25〜36を参照してください。
	 ユニットクーラーの機外配線要領はユニットクーラーメーカーの技術資料を参照してください。
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CCUコントローラー電気関連

■ BRL10C2

＜機外配線接続例＞
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＜電気配線図＞

注記）　コンデンシングユニットの機外配線要領は、P.25〜36を参照してください。
	 ユニットクーラーの機外配線要領はユニットクーラーメーカーの技術資料を参照してください。
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表示部詳細

表示画面項目

現在の運転データ表示項目

表示部は庫外ユニット制御基板（Ａ１Ｐ）の押しボタンを操作することで
異常履歴や運転データを確認することができます。

No. 項目 単位
表示内容 庫外ユニット

（○：表示、※：非表示）

上段部 下段部 LREP4C〜6C
(E)(H)

LREP8C〜12C
(E)(H)

LREP15C〜20C
(E)(H)

1 目標蒸発温度 ℃ ｔＥ０ 表示項目の数値 ○ ○ ○

2 低圧圧力 ＭＰａ ＬＰ 表示項目の数値 ○ ○ ○

3 高圧圧力 ＭＰａ ＨＰ 表示項目の数値 ○ ○ ○

4 ＩＮＶ圧縮機（Ｍ１Ｃ）回転数 ｒｐｓ ｉｎＶ 表示項目の数値 ○ ○ ○

5 運転状態 1 － ＳｔＡ
各圧縮機の運転・停止
通常運転・垂下運転等

＊1 ○ ○ ○

6 運転状態 2 － 各アクチュエータ、接点に対応した LED が表示 ＊1 ○ ○ ○

7 低圧カット値 ＭＰａ ＬＣ 表示項目の数値 ○ ○ ○

8 上限周波数 ｒｐｓ Ｈｕ 表示項目の数値 ○ ○ ○

9 下限周波数 ｒｐｓ Ｈｄ 表示項目の数値 ○ ○ ○

10 庫外ファン運転比 ％ ＦｔＰ 表示項目の数値 ○ ○ ○

11 ＩＮＶ圧縮機（Ｍ１Ｃ）吐出管温度 ℃ ｔｄ１ 表示項目の数値 ○ ○ ○

12 ＳＴＤ１圧縮機（Ｍ２Ｃ）吐出管温度 ℃ ｔｄ２ 表示項目の数値 ※ ○ ○

13 ＳＴＤ２圧縮機（Ｍ３Ｃ）吐出管温度 ℃ ｔｄ３ 表示項目の数値 ※ ※ ○

14 吸入管温度 ℃ ｔｉ 表示項目の数値 ○ ○ ○

15 過冷却熱交入口温度 ℃ ｔＬ 表示項目の数値 ○ ○ ○

16 過冷却熱交出口温度 ℃ ｔｇ 表示項目の数値 ○ ○ ○

17 外気温度 ℃ ｔＡ 表示項目の数値 ○ ○ ○

18 高圧圧力相当飽和温度 ℃ ｔＣ 表示項目の数値 ○ ○ ○

19 低圧圧力相当飽和温度 ℃ ｔＥ 表示項目の数値 ○ ○ ○

20 液管温度 ℃ ｔＣＥ 表示項目の数値 ○ ○ ○

21 吸入管過熱度 Ｋ ＳＨ 表示項目の数値 ○ ○ ○

22 ＩＮＶ圧縮機（Ｍ１Ｃ）二次電流 Ａ ＡｄＣ 表示項目の数値 ○ ○ ○

23 ＳＴＤ１圧縮機（Ｍ２Ｃ）電流 Ａ Ａｎ１ 表示項目の数値 ※ ○ ○

24 ＳＴＤ２圧縮機（Ｍ３Ｃ）電流 Ａ Ａｎ２ 表示項目の数値 ※ ※ ○

25 庫外ファン（Ｍ１Ｆ）電流 Ａ ＡＦ１ 表示項目の数値 ○ ○ ○

26 庫外ファン（Ｍ２Ｆ）電流 Ａ ＡＦ２ 表示項目の数値 ※ ※ ○

27 ＩＮＶプリント基板（Ａ３Ｐ）フィン温度 ℃ ｔＦ 表示項目の数値 ○ ○ ○

28 運転圧縮機総合運転周波数 ｒｐｓ ＨｚＡ 表示項目の数値 ○ ○ ○

29 電子膨張弁（Ｙ１Ｅ）開度 ｐｌｓ ＥＶ１ 表示項目の数値 ○ ○ ○

30 電子膨張弁（Ｙ２Ｅ）開度 ｐｌｓ ＥＶ２ 表示項目の数値 ○ ○ ○

31 電子膨張弁（Ｙ３Ｅ）開度 ｐｌｓ ＥＶ３ 表示項目の数値 ※ ○ ○

32 ＩＮＶ圧縮機（Ｍ１Ｃ）運転時間 時間／ 100 ｄｒ1 表示項目の数値 ○ ○ ○

33 ＳＴＤ１圧縮機（Ｍ２Ｃ）運転時間 時間／ 100 ｄｒ２ 表示項目の数値 ※ ○ ○

34 ＳＴＤ２圧縮機（Ｍ３Ｃ）運転時間 時間／ 100 ｄｒ３ 表示項目の数値 ※ ※ ○

35 プリント基板ナンバー － ＶＥｒ 表示項目の数値 ○ ○ ○

＊1. 表示の詳細は据付説明書を参照ください。

● 初期画面
　（正常時：高圧圧力・低圧圧力、異常発生時：異常コード）
● 異常履歴画面（過去10回分の異常履歴）
● 現在の運転データ表示（35種類※）
● 異常発生直前の運転データ表示（24種類※）
● 試運転時補助データ表示
　（平均値：4種類、最小値：3種類、最大値：13種類※）
※LREP15C（R）〜20C（R）の場合

注）確認方法は据付説明書を参照してください。

上段部

下段部

表示部
［表示部のLED基板の交換の目安は、40,000時間になります。］
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表示部詳細

異常発生時直前の運転データ表示項目

試運転補助データ表示項目

No. 項目 単位
表示内容 庫外ユニット

（○：表示、※：非表示）

上段部 下段部 LREP4C〜6C
(E)(H)

LREP8C〜12C
(E)(H)

LREP15C〜20C
(E)(H)

1 目標蒸発温度 ℃ ｔＥ０． 表示項目の数値 ○ ○ ○

2 低圧圧力 ＭＰａ ＬＰ． 表示項目の数値 ○ ○ ○

3 高圧圧力 ＭＰａ ＨＰ． 表示項目の数値 ○ ○ ○

4 ＩＮＶ圧縮機（Ｍ１Ｃ）回転数 ｒｐｓ ｉｎＶ． 表示項目の数値 ○ ○ ○

5 運転状態 1 － ＳｔＡ． 各圧縮機の運転・停止
通常運転・垂下運転等 ＊1 ○ ○ ○

6 運転状態 2 － 各アクチュエータ、接点に対応した LED が表示 ＊1 ○ ○ ○

7 庫外ファン運転比 ％ ＦｔＰ． 表示項目の数値 ○ ○ ○

8 ＩＮＶ圧縮機（Ｍ１Ｃ）吐出管温度 ℃ ｔｄ１． 表示項目の数値 ○ ○ ○

9 ＳＴＤ１圧縮機（Ｍ２Ｃ）吐出管温度 ℃ ｔｄ２． 表示項目の数値 ※ ○ ○

10 ＳＴＤ２圧縮機（Ｍ３Ｃ）吐出管温度 ℃ ｔｄ３． 表示項目の数値 ※ ※ ○

11 吸入管温度 ℃ ｔｉ． 表示項目の数値 ○ ○ ○

12 過冷却熱交入口温度 ℃ ｔＬ． 表示項目の数値 ○ ○ ○

13 過冷却熱交出口温度 ℃ ｔｇ． 表示項目の数値 ○ ○ ○

14 外気温度 ℃ ｔＡ． 表示項目の数値 ○ ○ ○

15 液管温度 ℃ ｔＣＥ． 表示項目の数値 ○ ○ ○

16 ＩＮＶ圧縮機（Ｍ１Ｃ）二次電流 Ａ ＡｄＣ． 表示項目の数値 ○ ○ ○

17 ＳＴＤ１圧縮機（Ｍ２Ｃ）電流 Ａ Ａｎ１． 表示項目の数値 ※ ○ ○

18 ＳＴＤ２圧縮機（Ｍ３Ｃ）電流 Ａ Ａｎ２． 表示項目の数値 ※ ※ ○

19 庫外ファン（Ｍ１Ｆ）電流 Ａ ＡＦ１． 表示項目の数値 ○ ○ ○

20 庫外ファン（Ｍ２Ｆ）電流 Ａ ＡＦ２． 表示項目の数値 ※ ※ ○

21 ＩＮＶプリント基板（Ａ３Ｐ）フィン温度 ℃ ｔＦ． 表示項目の数値 ○ ○ ○

22 電子膨張弁（Ｙ１Ｅ）開度 ｐｌｓ ＥＶ１． 表示項目の数値 ○ ○ ○

23 電子膨張弁（Ｙ２Ｅ）開度 ｐｌｓ ＥＶ２． 表示項目の数値 ○ ○ ○

24 電子膨張弁（Ｙ３Ｅ）開度 ｐｌｓ ＥＶ３． 表示項目の数値 ※ ○ ○

＊1. 表示の詳細は据付説明書を参照ください。

No. 項目 単位
表示内容 庫外ユニット

（○：表示、※：非表示）

上段部 下段部 LREP4C〜6C
(E)(H)

LREP8C〜12C
(E)(H)

LREP15C〜20C
(E)(H)

平
均
値

1 データ更新時間 分 mi. n. 表示項目の数値 ○ ○ ○

2 低圧圧力 ＭＰａ LP.. 表示項目の数値 ○ ○ ○

3 高圧圧力 ＭＰａ HP.. 表示項目の数値 ○ ○ ○

4 吸入管過熱度 Ｋ SH.. 表示項目の数値 ○ ○ ○

最
小
値

1 データ更新時間 分 mi. n. 表示項目の数値 ○ ○ ○

2 吸入管過熱度 Ｋ SH.. 表示項目の数値 ○ ○ ○

3 外気温度 ℃ tA.. 表示項目の数値 ○ ○ ○

最
大
値

1 データ更新時間 分 mi. n. 表示項目の数値 ○ ○ ○

2 高圧圧力 ＭＰａ HP.. 表示項目の数値 ○ ○ ○

3 ＩＮＶ圧縮機（Ｍ１Ｃ）吐出管温度 ℃ td. 1. 表示項目の数値 ○ ○ ○

4 ＳＴＤ１圧縮機（Ｍ２Ｃ）吐出管温度 ℃ td. 2. 表示項目の数値 ※ ○ ○

5 ＳＴＤ２圧縮機（Ｍ３Ｃ）吐出管温度 ℃ td. 3. 表示項目の数値 ※ ※ ○

6 吸入管温度 ℃ ti.. 表示項目の数値 ○ ○ ○

7 外気温度 ℃ tA.. 表示項目の数値 ○ ○ ○

8 ＩＮＶ圧縮機（Ｍ１Ｃ）二次電流 Ａ Ad. C. 表示項目の数値 ○ ○ ○

9 ＳＴＤ１圧縮機（Ｍ２Ｃ）電流 Ａ An. 1. 表示項目の数値 ※ ○ ○

10 ＳＴＤ２圧縮機（Ｍ３Ｃ）電流 Ａ An. 2. 表示項目の数値 ※ ※ ○

11 庫外ファン（Ｍ１Ｆ）電流 Ａ AF. 1. 表示項目の数値 ○ ○ ○

12 庫外ファン（Ｍ２Ｆ）電流 Ａ AF. 2. 表示項目の数値 ※ ※ ○

13 ＩＮＶプリント基板（Ａ３Ｐ）フィン温度 ℃ tF.. 表示項目の数値 ○ ○ ○
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表示部詳細

エラー異常コード表示項目ー①

異常
コード 項目 検出器具 判定値 異常

確定回数 警報出力 注意報
出力 復帰方法

異常コード表示箇所

本体
セグメント

汎用
コントローラー

のリモコン

E０ STD圧縮機過電流

電流センサー

（M2C：A5P）

（M3C：A7P）

28.75A以上 3回 ON ― 手動復帰 ○ 　○＊1

E１
庫外ユニット 

メインプリント基板不良
メインプリント基板 （A1P）

メインプリント基板で

異常検知
1回 ON ― 手動復帰 ○ ○

E２

漏電故障

INV圧縮機

STD圧縮機

漏電検出プリント基板 （A9P）
漏電検出プリント基板で

異常検知
1回 ON ― 手動復帰 ○ 　○＊1

E３

高圧圧力異常 高圧圧力センサー （S1NPH） 3.67MPa以上 4回 ON ― 手動復帰 ○ 　○＊1

高圧圧力保護装置作動 

INV圧縮機 

STD圧縮機

圧力開閉器

（M1C：S1PH）

（M2C：S2PH）

（M3C：S3PH）

4.0MPa以上 1回 ON ― 手動復帰 ○ 　○＊1

E５ INV圧縮機ロック INV_プリント基板 （A2P）  INV電流波形異常検知 5回 ON ― 手動復帰 ○ ○

E７ 庫外ファン電動機異常

ファン用INV_プリント基板

（M1F：A6P）

（M2F：A8P）

ファン回転数不一致 5回 ON ― 手動復帰 ○ 　○＊1

E９ 電子膨張弁異常
電子膨張弁異常

（Y1E，Y2E，Y3E）
電動弁コイル通電不良 1回 ON ―

電源 

リセット
○ 　○＊1

F３

ガス欠異常
吐出管サーミスタ 

電子膨張弁 （Y2E）

吐出管温度＞110℃と

Y2E開度≧450Plsの

状態が連続60秒

1回 ON ― 手動復帰 ○ 　○＊1

吐出管温度異常 

INV圧縮機 

STD圧縮機

吐出管サーミスタ 

（M1C：R31T） 

（M2C：R32T） 

（M3C：R33T）

吐出管温度＞150℃ 1回 ON ― 手動復帰 ○ 　○＊1

吐出管温度＞120℃が

連続70秒以上 または

吐出管温度＞125℃が

連続30秒以上 または

吐出管温度＞130℃

15回 ON ― 手動復帰 ○ 　○＊1

F４＊2  吸入湿り異常

吐出管サーミスタ

高圧圧力センサー

吸入管サーミスタ

低圧圧力センサー

吸入過熱度＜5Kと

吐出過熱度≦15Kと

吐出管温度＜60℃の

状態が連続10分

1回 ― ON 自動復帰 ○ 　○＊1

Ｆ５＊2 吐出湿り異常

吐出管サーミスタ

高圧圧力センサー

吸入管サーミスタ

低圧圧力センサー

吸入過熱度≧5Kと

吐出過熱度≦15Kと

吐出管温度＜60℃の

状態が連続90分

1回 ― ON 自動復帰 ○ 　○＊1
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表示部詳細

エラー異常コード表示項目ー①

異常
コード 項目 検出器具 判定値 異常

確定回数 警報出力 注意報
出力 復帰方法

異常コード表示箇所

本体
セグメント

汎用
コントローラー

のリモコン

Ｈ０ 3センサー異常

外気サーミスタ

吐出管サーミスタ

吸入管サーミスタ

低圧圧力センサー

左記検出器具のうち

3つ以上が

センサー異常になった場合

1回 ON ― 手動復帰 ○ ○

Ｈ３ 高圧圧力開閉器異常 メインプリント基板 （A1P）
運転停止中に圧力開閉器

（高圧保護）の導通がない場合
1回 ON ― 手動復帰 ○ 　○＊1

Ｈ７
庫外ファン電動機 

信号異常

ファン用INV_プリント基板

（M1F：A6P）

（M2F：A8P）

庫外ファン（M1F，M2F）からの

信号異常
5回 ON ― 手動復帰 ○ 　○＊1

Ｈ９ 外気温度センサー異常 外気サーミスタ （R1T） オープンまたはショート異常 1回 ― ON 自動復帰 ○ ○

Ｊ２
電流センサー異常 

STD圧縮機

電流センサー

（M2C：A5P）

（M3C：A7P）

オープンまたはショート異常 1回 ON ― 自動復帰 ○ 　○＊1

Ｊ３ 吐出管温度センサー異常

吐出管サーミスタ

（M1C：R31T）

（M2C：R32T）

（M3C：R33T）

オープンまたはショート異常 1回 ON ― 手動復帰 ○ 　○＊1

Ｊ５ 吸入管温度センサー異常 吸入管サーミスタ （R2T） オープンまたはショート異常 1回 ON ― 自動復帰 ○ ○

Ｊ８
過冷却熱交 

入口温度センサー異常

過冷却熱交入口サーミスタ

（R6T）
オープンまたはショート異常 1回 ON ― 手動復帰 ○ ○

Ｊ９
過冷却熱交 

出口温度センサー異常

過冷却熱交出口サーミスタ

（R5T）
オープンまたはショート異常 1回 ON ― 手動復帰 ○ ○

ＪＡ 高圧圧力センサー異常 高圧圧力センサー （S1NPH） オープンまたはショート異常 1回 ON ― 自動復帰 ○ ○

ＪＣ 低圧圧力センサー異常 低圧圧力センサー （S1NPL） オープンまたはショート異常 1回 ON ― 自動復帰 ○ ○

Ｌ１ INV_プリント基板異常 メインプリント基板 （A1P）
INV_プリント基板、またはファン用

INV_プリント基板の故障
1回 ON ―

電源 

リセット
○ ○

Ｌ４ INV放熱フィン温度異常 INV_プリント基板 （A2P） INV放熱フィン温度＞82℃ 10回 ON ― 手動復帰 ○ ○

Ｌ５
INV圧縮機瞬時 

過電流異常
INV_プリント基板 （A2P） INV圧縮機電流＞59.1A 10回 ON ― 手動復帰 ○ ○

Ｌ８ INV圧縮機過電流異常 INV_プリント基板 （A2P）

INV圧縮機電流＞33.5A

が連続5秒 または

INV圧縮機電流＞27.6A

が連続260秒

10回 ON ― 手動復帰 ○ ○

Ｌ９ INV圧縮機起動異常 INV_プリント基板 （A2P） INV圧縮機起動不良 5回 ON ― 手動復帰 ○ ○

ＬＣ
INV_プリント基板 

伝送不良
メインプリント基板 （A1P）

メインプリント基板と

INV_プリント基板の通信不良
1回 ON ― 自動復帰 ○ ○

＊1. 詳細コードが表示される場合があります。
＊2. F4（吸入湿り異常）およびF5（吐出湿り異常）は、エラーコード発報時間が積算で12時間を経過すると異常停止します。異常停止した場合には警報出力となります。
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表示部詳細

エラー異常コード表示項目ー②

異常
コード 項目 検出器具 判定値 異常

確定回数 警報出力 注意報
出力 復帰方法

異常コード表示箇所

本体
セグメント

汎用
コントローラー

のリモコン

Ｐ１
INV圧縮機電源電圧 

不平衡
INV_プリント基板 （A2P） 電源電圧の不平衡 10回 ON ― 手動復帰 ○ ○

Ｐ４
INV放熱温度センサー

異常
INV_プリント基板 （A2P） オープンまたはショート異常 1回 ― ON 手動復帰 ○ ○

ＰＪ 能力設定不良 メインプリント基板 （A1P）
補用プリント基板交換の場合、

メインプリント基板の設定不良
1回 ON ―

電源 

リセット
○ ○

Ｕ１ 逆相・欠相異常 メインプリント基板 （A1P） 電源の逆相・欠相 1回 ON ―
電源 

リセット
○ ○

Ｕ２
INV圧縮機電源 

電圧異常
INV_プリント基板 （A2P） 電源電圧の異常 10回 ON ― 手動復帰 ○ ○

８Ａ 残霜注意報 メインP板 （A1P）
除霜運転が

ガードタイマーにより終了
3回 ― ― 自動復帰 ― ○

Ａ０ 非常警報 庫内温度サーミスタ （R1T） 非常警報条件 1回 ― ― 手動復帰 ○ ○

Ａ０-０１ 異常入力 異常入力 （X3M:T1-T2） 異常入力（T1・T2）接点短絡 1回 ON ― 手動復帰 　○＊3 ○

A1 プリント基板異常 メインP板 （A1P） P板異常検知 1回 ON ― 手動復帰 ○ ○

Ａ５ 時刻除霜異常 メインP板 （A1P）
時刻除霜選択時に

リモコンの時計未設定
1回 ― ON 自動復帰 ○ ○

AE 高温異常 庫内温度サーミスタ （R1T） 高温異常条件 1回 ― ― 自動復帰 ― ○

ＡＪ 低温異常 庫内温度サーミスタ （R1T） 低温異常条件 1回 ― ― 自動復帰 ― ○

C9
庫内温度サーミスタ 

異常
庫内温度サーミスタ （R1T） オープンまたはショート異常 1回 ON ― 自動復帰 ○ ○

CF 外部除霜入力異常 外部除霜入力 （X3M:T3-T4） 外部除霜入力異常検知条件 1回 ― ON 自動復帰 ○ ○

U4-01
汎用コントローラー 

伝送異常
メインP板 （A1P）

コンデンシングユニットと

汎用コントローラー間の伝送不通
1回 ― ON 自動復帰 　○＊3 ○

U5 ２リモコン異常 リモコン （BRC13E1） 主リモコンが2台以上接続 1回 ― ― 自動復帰 ― ○

U5-01 リモコン伝送異常 メインP板 （A1P）
リモコンと汎用コントローラー間の

伝送不通
1回 ON ― 自動復帰 　○＊3 ○

U8 リモコン間伝送異常 従リモコン （BRC13E1）
主リモコンと従リモコン間の

伝送不通
1回 ― ― 自動復帰 ― ○
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表示部詳細

エラー異常コード表示項目ー②

＊3. 詳細コードは表示されません。

異常
コード 項目 検出器具 判定値 異常

確定回数 警報出力 注意報
出力 復帰方法

異常コード表示箇所

本体
セグメント

汎用
コントローラー

のリモコン

UＡ システム組合せ異常 メインP板 （A1P）

・コンデンシングユニットと

 汎用コントローラーとリモコンの

 組合せ異常

・コンデンシングユニットの親機を

 ２台以上設定時

・リモコンに汎用コントローラーが

 接続可能台数以上接続時

・コンデンシングユニット設定不良

1回 ON ― 自動復帰 ○ ○

UＡ-０１
リモコン連動制御 

組合せ異常
リモコン （BRC13E1）

設定温度範囲の異なる

汎用コントローラーの組合せ
1回 ON ― 手動復帰 　○＊3 ○

UC 集中アドレス重複 メインP板 （A1P）
設定されたシステム

集中アドレスの重複
1回 ― ― 手動復帰 ― ○

UF 伝送系異常 メインP板 （A1P）

コンデンシングユニットと

汎用コントローラー間の

伝送不通

1回 ON ― 自動復帰 ○ ○

UH システム系異常 メインP板 （A1P）

コンデンシングユニットと

汎用コントローラー間の

伝送不通

1回 ON ― 自動復帰 ○ ○



■LREP4C〜20C用チェックシート

53

据付け・試運転チェックシート



【ご注意】
施工完了時には、必ず本書または据付説明書に記載されている『据付け・試運転チェックシート』および製品本体の電気品箱ふたに貼り付けの『冷媒追加充て
ん銘板』に必要事項をご記入ください。記入がない、または記入漏れがある場合は無償保証にはなりませんのでご注意ください。

54

据付け・試運転チェックシート



■30HP（LREP15CR×2台）・40HP（LREP20CR×2台）：親機用チェックシート
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据付け・試運転チェックシート

（１／２）

納入先 点検日 点検者（社名、氏名）

機種名 機番 系統名・設置場所

目標蒸発温度 配管長さ 庫外ユニット冷凍能力（配管長補正後） 全庫内ユニットの合計能力 余裕率

本チェックシートで「改善要」と判断された項目は、適切な処置を行い、 〈判定〉 問題なし： 　改善要：

「問題なし」になったことを確認したうえで試運転を完了させてください。 単位記載箇所は数値を記入

点検項目 チェック内容 判定

据付

ユニットは水平な場所に基礎ボルトなどでしっかりと固定されていますか
ユニットの吸込み面の必要スペースは確保されていますか ｍｍ
サービススペース（正面）は確保されていますか ｍｍ
庫内外ユニットの最大高低差は守られていますか
　　　庫外ユニット上設置　：　３５ｍ以下　　　　庫外ユニット下設置　：　１０ｍ以下 ｍ

製品の吸込・吹出口が障害物でふさがれていませんか
庫外ユニット上設置時、５ｍ毎にトラップをとっているか
庫外ユニットの親機-子機の高低差はないか
庫外ユニットの向きと配置は正しいか

冷媒配管

現地配管サイズは適正ですか
　　　　　　　　[液   管] メイン管：Φ１９．１　分岐管：Φ１２．７
　　　　　　　　[ガス管] メイン管：Φ４４．５　分岐管：Φ３４．９

液管Φ
メイン管 ｍｍ
分岐管 ｍｍ

ガス管Φ
メイン管 ｍｍ
分岐管 ｍｍ

片道最大許容配管長さは適切ですか　　１００ｍ以下（蒸発温度－２０℃以上の場合は１３０ｍ） ｍ
ガス配管合流部には付属の分岐管キットを使用していますか
ガス配管合流部の形状制約について守られていますか
　①分岐管キットはメイン配管（水平方向）に対して必ず９０°としていますか
　②分岐管キットの傾き厳守していますか

分岐管キット－庫外配管ユニット間のガス配管は、
庫外ユニット（親機、子機ともに）に対して、
下り勾配となるように設置されていますか

庫外ユニットからガス配管合流部（分岐管キット）までの配管長が合計１０ｍ以下になっていますか。何ｍですか ｍ
庫外ユニットからガス配管合流部（分岐管キット）までの高低差は３ｍ以下になっていますか。何ｍですか ｍ
複数台同時に工事される場合、間違った系統に配管を接続していませんか
ロウ付け時は窒素置換、窒素ブローを行いましたか
配管断熱は施されていますか
[液管] ２０ｍｍ以上（温湿度条件が３０℃、ＲＨ８０％を超える場合は＋５ｍｍ）
[ガス管] 目標蒸発温度≧－２０℃：３０ｍｍ以上　　目標蒸発温度＜－２０℃：５０ｍｍ以上
　　　　　　（温湿度条件が３０℃、ＲＨ８０％を超える場合は＋２０ｍｍ）
気密試験を実施し漏れ箇所はありませんか
冷媒回路内は真空乾燥を行いましたか
液・ガス閉鎖弁のふたおよびサービスポートに
ねじロック剤もしくはシリコンを塗布しましたか

電気工事

高調波対応の漏電遮断器は取り付けられていますか
漏電遮断器の容量は適正ですか	 [定格電流] ３０馬力：１７５Ａ　　４０馬力：２００Ａ
	 [定格感度電流] ３０馬力：１００ｍＡ　　４０馬力：１００ｍＡ

Ａ
ｍＡ

アース工事を施工し、絶縁抵抗が１ＭΩ以上あることを確認していますか
（２００Ｖ以外の弱電回路などにはメガデスタを使用しないでください）
端子ねじの緩みはありませんか
電線径は適切ですか
逆相・欠相はありませんか
複数台同時に工事される場合、間違った系統に配線を接続していませんか
弱電線と、強電線・アース線は５０ｍｍ以上離して配線されていますか
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（１／２）
〈判定〉 問題なし： 　改善要：

単位記載箇所は数値を記入

点検項目 チェック内容 判定

電気配線図

【親機のみ】
負荷側電磁弁出力信号（右図P１,P２）は
接続されていますか

誤配線されていませんか
制御ソフト変更 制御ソフトの書換えを完了していますか（現地にてソフト書換えが必要な場合のみ）

現地設定
【親機のみ】

目標蒸発設定温度は何℃に設定していますか ℃
親機設定を完了していますか
汎用コントローラー接続設定をしていますか

冷凍機油充てん
【親機のみ】

冷凍機油の追加油量（L）はいくらですか L
冷凍機油計算銘板に追加油量（L）を記入しましたか
冷凍機油はDAPHNE　FVC６８Dを使用していますか

冷媒
冷媒はR４１０Aを使用していますか
冷媒漏れはありませんか

試運転

冷媒回路内の閉鎖弁はすべて開いていますか

冷却能力は適正ですか（サーモオフすること）
圧縮機の発停頻度は多くないですか（６回/時間内）
ショートサイクル運転していませんか
サイトグラスにフラッシュガスの発生がなく、水分指示器は緑色ですか

【親機のみ】 冷媒追加充てん量を「冷媒追加充てんについて」銘板に記録しましたか
【親機のみ】 冷媒を過剰に充てんしていませんか
【親機のみ】 機械銘板の冷媒数量「設置時」欄に全冷媒充てん量を記録しましたか
【親機のみ】 保管物に適した蒸発温度に設定しましたか
異常コードが表示されていないですか
圧縮機やファン電動機から異音（びりびりなど）や異常振動はありませんか
電源電圧は２００V±１０％以内ですか
電源電圧の相間不均衡は２％以内ですか
吸入ガス温度は適正ですか（[吸入ガス過熱度]１０K以上、[吸入ガス温度]２０℃以下）

【親機のみ】 目標蒸発温度の設定値と冷媒追加充てん量を銘板に記入しましたか
セグメント表示部で保護制御（垂下制御）が働いていないことを確認しましたか
逆相・欠相はありませんか
複数台同時に工事される場合、間違った系統に配線を接続していませんか
弱電線と、強電線・アース線は５０ｍｍ以上離して配線されていますか

【親機のみ】
運転スイッチ（SIS）または遠方運転入力を
ONにしていますか

（プリント基盤（A４P）の端子（X１M）Ｂ-C間の
導通がありますか）

その他
使用基準は守られていますか
据付説明書、取扱説明書に記載されていない改造は行っていませんか

現地の据付環境、実際の使用状況に対応したチェック内容を検討し、問題がないことを確認しましたか
（チェック内容を記入してください）

【ご注意】
施工完了時には、必ず本書または据付説明書に記載されている『据付け・試運転チェックシート』および製品本体の電気品箱ふたに貼り付けの『冷媒追加充てん銘板』
に必要事項をご記入ください。記入がない、または記入漏れがある場合は無償保証にはなりませんのでご注意ください。



■30HP（LREP15CR×2台）・40HP（LREP20CR×2台）：子機用チェックシート
（１／２）

納入先 点検日 点検者（社名、氏名）

機種名 機番 系統名・設置場所

目標蒸発温度 配管長さ 庫外ユニット冷凍能力（配管長補正後） 全庫内ユニットの合計能力 余裕率

本チェックシートで「改善要」と判断された項目は、適切な処置を行い、 〈判定〉 問題なし： 　改善要：

「問題なし」になったことを確認したうえで試運転を完了させてください。 単位記載箇所は数値を記入

点検項目 チェック内容 判定

据付

ユニットは水平な場所に基礎ボルトなどでしっかりと固定されていますか
ユニットの吸込み面の必要スペースは確保されていますか ｍｍ
サービススペース（正面）は確保されていますか ｍｍ
庫内外ユニットの最大高低差は守られていますか
　　　庫外ユニット上設置　：　３５ｍ以下　　　　庫外ユニット下設置　：　１０ｍ以下 ｍ

製品の吸込・吹出口が障害物でふさがれていませんか
庫外ユニット上設置時、５ｍ毎にトラップをとっているか
庫外ユニットの親機-子機の高低差はないか
庫外ユニットの向きと配置は正しいか

冷媒配管

現地配管サイズは適正ですか
　　　　　　　　[液   管] メイン管：Φ１９．１　分岐管：Φ１２．７
　　　　　　　　[ガス管] メイン管：Φ４４．５　分岐管：Φ３４．９

液管Φ
メイン管 ｍｍ
分岐管 ｍｍ

ガス管Φ
メイン管 ｍｍ
分岐管 ｍｍ

片道最大許容配管長さは適切ですか　　１００ｍ以下（蒸発温度－２０℃以上の場合は１３０ｍ） ｍ
ガス配管合流部には付属の分岐管キットを使用していますか
ガス配管合流部の形状制約について守られていますか
　①分岐管キットはメイン配管（水平方向）に対して必ず９０°としていますか
　②分岐管キットの傾き厳守していますか

分岐管キット－庫外配管ユニット間のガス配管は、
庫外ユニット（親機、子機ともに）に対して、
下り勾配となるように設置されていますか

庫外ユニットからガス配管合流部（分岐管キット）までの配管長が合計１０ｍ以下になっていますか。何ｍですか ｍ
庫外ユニットからガス配管合流部（分岐管キット）までの高低差は３ｍ以下になっていますか。何ｍですか ｍ
複数台同時に工事される場合、間違った系統に配管を接続していませんか
ロウ付け時は窒素置換、窒素ブローを行いましたか
配管断熱は施されていますか
[液管] ２０ｍｍ以上（温湿度条件が３０℃、ＲＨ８０％を超える場合は＋５ｍｍ）
[ガス管] 目標蒸発温度≧－２０℃：３０ｍｍ以上　　目標蒸発温度＜－２０℃：５０ｍｍ以上
　　　　　　（温湿度条件が３０℃、ＲＨ８０％を超える場合は＋２０ｍｍ）
気密試験を実施し漏れ箇所はありませんか
冷媒回路内は真空乾燥を行いましたか
液・ガス閉鎖弁のふたおよびサービスポートに
ねじロック剤もしくはシリコンを塗布しましたか

電気工事

高調波対応の漏電遮断器は取り付けられていますか
漏電遮断器の容量は適正ですか	 [定格電流] ３０馬力：１７５Ａ　　４０馬力：２００Ａ
	 [定格感度電流] ３０馬力：１００ｍＡ　　４０馬力：１００ｍＡ

Ａ
ｍＡ

アース工事を施工し、絶縁抵抗が１ＭΩ以上あることを確認していますか
（２００Ｖ以外の弱電回路などにはメガデスタを使用しないでください）
端子ねじの緩みはありませんか
電線径は適切ですか
逆相・欠相はありませんか
複数台同時に工事される場合、間違った系統に配線を接続していませんか
弱電線と、強電線・アース線は５０ｍｍ以上離して配線されていますか
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【ご注意】
施工完了時には、必ず本書または据付説明書に記載されている『据付け・試運転チェックシート』および製品本体の電気品箱ふたに貼り付けの『冷媒追加充てん銘板』
に必要事項をご記入ください。記入がない、または記入漏れがある場合は無償保証にはなりませんのでご注意ください。

（１／２）
〈判定〉 問題なし： 　改善要：

単位記載箇所は数値を記入

点検項目 チェック内容 判定

電気配線図 誤配線されていませんか
制御ソフト変更 制御ソフトの書換えを完了していますか（現地にてソフト書換えが必要な場合のみ）

冷媒
冷媒はR４１０Aを使用していますか
冷媒漏れはありませんか

試運転

冷媒回路内の閉鎖弁はすべて開いていますか

冷却能力は適正ですか（サーモオフすること）
圧縮機の発停頻度は多くないですか（６回/時間内）
ショートサイクル運転していませんか
サイトグラスにフラッシュガスの発生がなく、水分指示器は緑色ですか
異常コードが表示されていないですか
圧縮機やファン電動機から異音（びりびりなど）や異常振動はありませんか
電源電圧は２００V±１０％以内ですか
電源電圧の相間不均衡は２％以内ですか
吸入ガス温度は適正ですか（[吸入ガス過熱度]１０K以上、[吸入ガス温度]２０℃以下）
セグメント表示部で保護制御（垂下制御）が働いていないことを確認しましたか
逆相・欠相はありませんか
複数台同時に工事される場合、間違った系統に配線を接続していませんか
弱電線と、強電線・アース線は５０ｍｍ以上離して配線されていますか

その他
使用基準は守られていますか
据付説明書、取扱説明書に記載されていない改造は行っていませんか

現地の据付環境、実際の使用状況に対応したチェック内容を検討し、問題がないことを確認しましたか
（チェック内容を記入してください）
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